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単元名 

１.わたしのまち みんなのまち 

（オリエンテーション） 
教科書の 

ページ 
p.6～7 

配当時数 1 時間 活動時期 4 月 
学習指導要

領の内容 
(1)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)オリエンテーション  

・何があるかな。どのような

人がいるかな。何をしてい

るのかな。 

p.6～7 

1 ①教科書のイラストを

見ながら，まちの様

子について知ってい

ることや気づいたこ

と，疑問に思ったこ

とを出し合う。 

・一軒家，マンショ

ン，デパート，商店

街などいろいろな建

物がある。 

・大きな通りや，細く

て曲がった道があ

る。 

・鉄道の駅には，多く

の人が集まってい

る。 

・さまざまな種類の車

が走っている。 

・郵便配達中の人や，

消火訓練をしている

人がいる。 

・さまざまな人が，さ

まざまなことをして

いる。 

 

 

 

◆キャラクターの

せりふから，働

いている人の姿

に注目させる。 

 

［知技］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「イラストからま

ちの建物の様子，

道路や駅の様子，

人々の様子などを

読み取って，まち

の様子に気づいて

いるか」を評価す

る。 

 

  

めあて わたしたちのまちは，どのよう

な様子なのでしょうか。  
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小単元名 〇学校のまわり 
教科書の 

ページ 
p.8～13 

配当時数 3 時間 活動時期 4 月 
学習指導要

領の内容 

(1)ア-(ｱ)(ｲ)，イ-

(ｱ) 

 

小単元の目標 

学校のまわりの様子について，地形や土地利用，交通の広がり，主な

公共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などに着目して，観

察・調査したり地図などの資料で調べたりして，白地図などにまとめる

ことで学校のまわりの様子をとらえ，場所による違いを考え，表現する

ことを通して，身近な地域の様子を理解できるようにするとともに，主

体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

身近な地域の地形や土地利用，交通の広がり，主な公共施設の場所と

働き，古くから残る建造物の分布などについて観察・調査したり地図な

どの資料で調べたりして，必要な情報を集め，読み取り，身近な地域の

様子を理解している。 

思考・判断・表現 

身近な地域の地形や土地利用，交通の広がり，主な公共施設の場所と

働き，古くから残る建造物の分布などに着目して,問いを見出し，身近な

地域の様子について考え表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

身近な地域の様子について，予想したり，主体的に調べようとしたり

している。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)学校の東西南北                          ★他教科との関連：理科  

・高いところから，学校のま

わりの様子をかんさつして

みましょう。 

p.8～9 

1 ①高いところから学校の

まわりの様子を観察し

て，気づいたことを発

表し合う。 

・南には公園や地下鉄の

駅がある。 

・学校の北側には公園が

ある。 

・駅のそばに郵便局があ

る。 

②絵地図にまとめる。 

・絵地図に四方位がある

と説明しやすい。 

 

 

 

 

◆四方位を使っ

て学校のまわ

りの様子を説

明させる。 

◆大きな白地図

に，教師が事

前に撮影した

特徴のある場

所の写真を貼

っていく。 

［思判表] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「 地 形 や 土 地 利

用 ， 交 通 の 広 が

り，主な公共施設

の場所，古くから

残る建造物などに

着目し，学校のま

わりの様子につい

て考えたことを表

現しているか」を

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の東西南北には，

さまざまな場所があ

る。          
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(2)くわしい地図を見てみると                      ★他教科との関連：算数 

・先生の地図を見て，気づい

たことを話し合いましょ

う。 

p.10～11 

1 ①地図を見て気づいたこ

とを話し合う。 

・決まった地図記号を使

うとだれでもわかる。 

・広い道路は地図でも太

く書いてある。場所に

よって道路の幅が違

う。 

・寺の地図記号が集まっ

ている場所がある。 

・地図から土地の様子が

わかる。 

◆前時の絵地図

に地図記号を

貼っていく。 

◆家の多いとこ

ろ，店の多い

と こ ろ な ど

は，囲みをつ

けたり斜線を

引いたりして

わかるように

する。 

◆区の様子の学

習の前に，実

際に行かなく

ても地図を見

るとさまざま

なことがわか

ることの面白

さを実感させ

る。 

［知技] 

ノートの記述内容

や発言内容などか

ら，「必要な情報

を読み取り，学校

のまわりの様子に

ついて理解してい

る か 」 を 評 価 す

る。 

 

(3)学校のまわりのたて物                           

・学校のまわりのたて物につ

いて調べてみましょう。 

p.12～13 

 

 

※代わりに，実際に特徴的な

建物や土地利用の様子を見

学に行く計画も考えられる 

（その場合，p.6～7 のオリ

エンテーションの時間など

を見学の時間に充当し，見

学を 2 時間とすることが考

えられる）。 

1 ①学校のまわりにはどの

ような建物があるか話

し合う。 

・公民館，消防署，鋼板

がある。 

・みんなが使う建物や場

所を公共施設という。 

・神社や寺，店，銭湯な

ど古くからある建物が

ある。 

②学校のまわりの航空写

真を見て話し合う。 

・公園の北側には海があ

る。 

・高い建物が集まる場所

と低い家が集まる場所

がある。 

・高速道路はどこまで続

いているのだろう。 

・江戸川区全体はどのよ

うな様子なのだろう。 

 

◆学校のまわり

の建物に注目

して様子の違

いをとらえさ

せる。 

 

 

 

 

◆航空写真を用

いて学校のま

わりよりも広

範囲の様子に

興 味 を 持 た

せ，区の様子

がどうなって

いるのか調べ

てみたいとい

う意欲につな

げる。 

 

 

 

 

 

［知技] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「学校のまわりの

建物の様子につい

て 理 解 し て い る

か」を評価する。 

 

 

 

［態度] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「学習したことを

もとに，区全体の

様子についても考

えようとしている

か」を評価する。 

 

地図記号が書かれた地

図はだれが見てもわか

りやすく，土地の様子

を表している。広い道

の下には地下鉄が通っ

ており，ほかにも建物

が集まっている。       

学校のまわりには公共

施設や古くからある建

物があり，いろいろな

様子の場所がある。              
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小単元名 １．区の様子 
教科書の 

ページ 
p.14～33 

配当時数 12 時間 活動時期 4～6月 
学習指導要領

の内容 

 (1)ア-(ｱ)(ｲ)，イ-

(ｱ) 

 

小単元の目標 

区の様子について，都道府県内における区の位置,区の地形や土地利

用,交通の広がり,区役所など主な公共施設の場所と働き,古くから残る建

造物の分布などに着目して，観察・調査したり地図などの資料で調べ，

まとめることで区の様子をとらえ，場所による違いを考え，表現するこ

とを通して，自分たちの区の様子を大まかに理解できるようにするとと

もに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①都道府県内における区の位置，区の地形や土地利用，交通の広がり，

主な公共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などについて

観察・調査したり地図などの資料で調べたりして，必要な情報を集

め，読み取り，区の様子を理解している。 

②調べたことを白地図や文などにまとめ，区の様子を理解している。 

思考・判断・表現 

①都道府県内における区の位置，区の地形や土地利用，交通の広がり，

主な公共施設の場所と働き，古くから残る建造物の分布などに着目し

て,問いを見出し，区の様子について考え表現している。 

②場所ごとの様子を比較したり土地利用の様子や交通などを関連付けた

りして考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①区の様子について，予想や学習計画を立てたり，学習をふり返ったり

して，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)空から見て  

・つかむ 空から区の様子を

とった写真を見て，気づい

たことを話し合いましょ

う。 

p.14～15 

1 ①航空写真を見て，気

づいたことや，区の

施設や様子でわかっ

ていることを発表し

合う。 

・海の方にまちが広が

っている。  

・高速道路や鉄道があ

る。 

・山(緑)や島がある。 

・まちには高いビルや

大きな駅がある。 

・海のそばにも建物が

たくさんある。 

 

 

 

 

 

 

◆区の様子を概観

し，特徴ある地

域の様子に気づ

かせる。 

◆自分たちの区や

学校がどのあた

りにあるのか探

し出すようにす

る。 

 

［知技①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を読

み取り，区には特

徴ある地域がある

ことを理解してい

るか」を評価す

る。 

(2)区の地図を見て  

・つかむ わたしたちの区は

どこにあり，また，どのよ

うなところがあるか話し合

い，学習問題をつくりまし

ょう。 

p.16～17 

1 ①区の地図や写真を見

て，知っている場所

を紹介し合う。 

・天神駅の近くに江戸

川区役所がある。 

・博多港のまわり 

◆紹介する場所

を，学校から見

た八方位を使っ

て方角を考えさ

せる。 

 

［思判表①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「区の位置，区の

地形や土地利用，

交通の広がり，主

学校のまわりにもさま

ざまな場所があった

が，市にも同じように

さまざまな場所があ

る。   
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・油山の牧場 

・江戸川城のあと 

②教科書の地図や地図

帳で，区の形や位置

を確認する。 

・江戸川区はおもしろ

い形をしている。 

・江戸川区は，江戸川

県 の 中 で 西 側 に あ

る。 

・たくさんの区や町に

接している。 

・区には 7 つの区があ

る。 

・区にはいろいろな場

所 が あ り ， そ こ で

人 々 が 生 活 し て い

る。 

 

 

 

な公共施設の場所

と働き，古くから

残る建造物の分布

などに着目して，

問いを見出してい

るか」を評価す

る。 

(3)学習の進め方                            ★他教科との関連：国語 

学習問題 わたしたちの市は，どのような

様子なのでしょうか。 
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・学習問題をつくり，学習の

進め方をかくにんしよう。 

p.18～19 

1 ①小単元の「つかむ→

調べる→まとめる→

いかす」という学習

の流れを確認する。 

②学習問題について，

予想を立て，実際に

見学したり，インタ

ーネットやガイドブ

ック，写真や地図，

他校への手紙などで

調査したりして，区

の様子を調べる計画

を立てる。 

［調べること] 

・土地の高さや広がり 

・土地の使われ方 

・交通の様子 

・公共施設の場所と働

き 

・古くから残る建物 

◆問題解決的な学

習の進め方につ

いて学ばせる。 

 

◆今後の社会科学

習全般に関わる

基礎的な学びな

ので，丁寧に指

導する。先々の

学習においても

立ち返り，活用

するとよいこと

も指導する。 

◆内容だけでな

く，調べ方やま

とめ方も指導す

る。 

［態度①] 

発言やノートの記

述，学習計画表の

内容などから，

「区の様子につい

て予想や学習計画

を立て，解決の見

通しをもっている

か」を評価する。 

 

(4)区の土地の高さや広がり 
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・調べる 江戸川区の土地の

高さや広がりは，どのよう

になっているのでしょう

か。 

p.20～21 

1 ①調べてわかったこと

を発表し合う。 

・山のほうとまちのほ

うでは様子が全然違

う。 

・低い土地にまちが広

がっている。 

・海岸や島がある。 

・那珂川という川が流

れている。 

②地図で地図記号を確

認しながら，調べて

わかったことや，考

え た こ と を 話 し 合

う。 

・区の南の山のほうは

土地が高い。 

・低いところには家や

店が多い。 

・島の南側に家や店が

あるようだ。 

◆区内には山，

街，海岸，島と

いった景観が異

なる場所がある

ことに気づかせ

る。 

◆港の海岸線がま

っすぐな理由を

考えさせる。 

◆地図記号を読み

解くことで，行

ったことがない

場所でも土地の

高低や人が住ん

でいる地域がわ

かることに気づ

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知技①] 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，区

の地形について理

解しているか」を

評価する。 

 

(5)区の土地の使われ方 

江戸川市の地形は，海

に面した北側が土地が

低く，南に向かうほど

だんだん土地が高くな

っている。西側は開け

た土地がある。   
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・調べる 江戸川区の土地

は，どのように使われてい

るのでしょうか。 

p.22～23 

1 ①調べてわかったこと

を発表し合う。 

・高い建物はまとまっ

て建っている。 

・埋め立て地には工場

や 大 き な 建 物 が 多

い。 

・山には牧場がつくら

れている。 

②地図で地図記号を確

認しながら，調べて

わかったことや，考

え た こ と を 話 し 合

う。 

・港の海岸線は船をと

めやすいようにまっ

すぐになっている。 

・店が多く高い建物が

目立つところは大き

な駅の近くにまとま

っている。 

・家や店の多いところ

は区の中央と西に広

がり，区の西側には

田や畑が多い。 

◆川の近くの土地

は田畑に利用さ

れ，港付近は工

場や倉庫がある

ことに気づか

せ，人々は土地

の特徴を生かし

て土地を利用し

ていることを考

えさせる。 

◆工場の地図記号

を調べて記入す

る作業を通し

て，地図記号を

読み解くことで

土地の様子がわ

かることに気づ

かせる。 

 

［知技①] 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，区

の土地利用につい

て理解している

か」を評価する。 

 

(6)区の交通の様子 

江戸川市は，大きな船

がとまる港の近くに工

場が集まり，市の中心

部には商店や住宅が集

まっている。開けた土

地は田や畑に利用され

ている。   
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・調べる 江戸川区の交通

は，どのように広がってい

るのでしょうか。 

p.24～25 

1 ①調べてわかったこと

を発表し合う。 

・博多駅から新幹線に

乗ることができて，

駅前には大きなバス

ターミナルがある。 

・車で高速道路を走っ

ていると，港に大き

な船がとまっている

のが見える。 

・江戸川区には空港も

あって飛行機に乗れ

る。 

②地図で地図記号を確

認しながら，調べて

わかったことをもと

に，考えたことを話

し合う。 

・海岸線に沿って鉄道

や高速道路が通って

いる。 

・博多港や江戸川空港

から外国に行くこと

ができる。 

・高速道路や地下鉄も

通り，仕事などで区

の中心に行くにも便

利なようになってい

る。 

◆高速道路が港を

通っていること

から物資の運搬

に役立っている

こと，人がたく

さん集まるとこ

ろに交通機関が

集まっているこ

とに気づかせ

る。 

 

 

 

◆江戸川区には多

様な交通機関が

あり，人々の便

利な生活を支え

ていることに気

づかせる。 

 

［知技①] 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，区

の交通の広がりに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

 

(7)区の公共しせつ 

江戸川市には，新幹

線，鉄道，地下鉄，高

速道路などの交通が広

がり，人々の移動や輸

送に便利である。   
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・調べる 江戸川区の公共し

せつはどこにあり，どのよ

うなはたらきをしているの

でしょうか。 

p.26～27 

1 ①調べてわかったこと

を発表し合う。 

・科学館，博物館など

も江戸川区の公共施

設であることがわか

った。 

・区役所では区民のく

らしに関わる仕事を

している。 

・災害時の避難場所も

教えてくれる。 

②地図で地図記号を確

認しながら，調べて

わかったことをもと

に，考えたことを話

し合う。 

・地図記号を見ると，

多くの人が行きやす

いように，鉄道に沿

って公共施設がある

ことがわかる。 

・警察署，消防署，図

書 館 が た く さ ん あ

る。 

・区にはたくさんの公

共施設がある。 

 

◆鉄道沿いにある

ことに注目させ

て区民が利用し

やすくなってい

ることに気づか

せる。 

 

 

 

 

 

◆公共施設の数や

位置は種類によ

ってどのような

違いがあるのか

考えさせる。 

 

［知技①] 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，主

な公共施設の場所

と働きについて理

解しているか」を

評価する。 

 

(8)区に古くからのこるたて物 

・調べる 江戸川区にのこる

古いたて物には，どのよう

なものがあるのでしょう

か。 

p.28～29 

1 ①調べてわかったこと

を発表し合う。 

・櫛田神社は博多祇園

山笠のお祭りの出発

地となっている。外

国からの観光客も来

る。 

・赤煉瓦文化館は外国

の 影 響 を 受 け て い

る。 

・江戸川城は 400 年以上

前に築かれた。 

・古くから残る建物や

地区にはいわれがあ

る。 

②地図で地図記号を確

認しながら，調べて

わかったことをもと

に，考えたことを話

し合う。 

◆古くから残る建

物がある場所は

現在でも人が集

まるところであ

り，大事にされ

てきたことに気

づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆江戸川城潮見や

ぐらや，湾岸の

直線的な埋立地

の部分を取り除

いて考えると，

［知技①] 

ノートの記述内容

や発言内容から

「必要な情報を集

め，読み取り，古

くから残る建造物

の分布について理

解しているか」を

評価する。 

 

江戸川市の中心部には

市役所などの公共施設

があり，市民のくら

し，教育，健康福祉，

観光や産業を支えてい

る。災害時の避難場所

も指定している。   
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・神社や寺は博多区に

多くあり，博多町家

ふるさと館には昔の

く ら し の 展 示 が あ

る。 

・地図記号はお城や神

社の鳥居の形に似て

いるからわかりやす

い。 

 

 

 

 

 

江戸川は歴史的

に海に沿って発

展してきたこと

に気づかせる。 

 

(9)(10)区のとく色やよさをまとめよう 

・まとめる 調べたことをも

とに，区の様子をまとめて

みましょう。 

p.30～31 

2 ①これまでに調べたこ

とをもとに江戸川区

の特色やよさについ

て話し合う。 

・山，海，川があって

自然が豊か。 

・交通が広がり，にぎ

やかで，外国にも行

ける。 

・公共施設がたくさん

ある。 

②話し合ったことを紹

介地図にまとめる。 

・住宅が多いところ，

緑が多いところ，田

畑が多いところで色

分けする。 

・江戸川区にはたくさ

んの自慢できるよさ

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆特色については

土地の様子，使

われ方，交通，

公共施設，古く

から残る建造物

などの視点を生

かしてまとめさ

せる。 

 

 

 

◆作成した紹介地

図を使って説明

するなどまとめ

を深めさせた

い。 

 

［思判表②] 

ノートの記述内容

や発言内容から，

「場所ごとの様子

を比較したり土地

利用の様子や交通

などを関連付けた

りして考え，表現

しているか」を評

価する。 

［知技②] 

ノートの記述内容

や白地図の内容な

どから，「学習し

たことをもとに，

紹介地図や文など

にまとめ，区のさ

まざまな場所の特

色やよさを理解し

ているか」を評価

する。 

 

(11)(12)地図を使って考えをつたえ合う 

・いかす 学習したことをも

とに，区の場所によるちが

いをいかして，「こんなと

きどうする」を考えてみま

しょう。 

p.32～33 

2 ①学習してきたことを

生かして，「こんな

ときどうする」カー

ドをもとに地図を使

って考えを伝える。 

・外国人のお客さんを

案内する。 

◆「こんなときど

うする」という

設定について

は，話し合って

設定してもよ

い。学習したこ

とを生かして理

［思判表②] 

カードの記述内容

や発言内容などか

ら，「学習したこ

とをもとに，場面

に応じて区の様子

の紹介のしかたを

江戸川市内には，古く

から残る神社，寺院，

家屋などの建造物や，

城跡があり，博多区や

中央区に多く分布して

いる。   

わたしたちが住む江戸

川市には，さまざまな

場所があり，それぞれ

地形や土地利用，交通

の広がり，公共施設の

位置，古くから残る建

物の分布など，市内の

様子は場所によって違

いがある。 
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・パン屋さんを開く。 

・友達に江戸川区を案

内する。 

・災害時の避難場所を

探す。 

②発表を聞いて考えの

よいところを伝え合

う。 

・調べたことをもとに

わかりやすく伝える

ことができた。 

 

 

 

 

 

 

由を述べるよう

にさせる。 

考え表現している

か」を評価する。 

 

  

わたしたちは必要に応

じて市内の特色を生か

して，よりよい生活を

送っている。  
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単元名 
２.はたらく人とわたしたちのくらし

（オリエンテーション） 

教科書の 

ページ 
p.36～37 

配当時数 1 時間 活動時期 6 月 
学習指導要

領の内容 
(2)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)まちの人たちの仕事  

・わたしたちのくらすまちに

は，どのような仕事をして

いる人たちがいるでしょう

か。 

p.36～37 

1 ①まちの働く人につい

て，どのような仕事

をしている人がいる

か話し合う。 

・区の西側に多い田や

畑では，米や野菜を

つくっている人たち

がいた。 

・区の北側には工場が

多かった。働いてい

る人がたくさんいる

と思う。 

・通学路にあるスーパ

ーマーケットでは，

いつもたくさんの人

が働いている。 

 

 

 

 

◆前単元の学習

や，日常生活で

出会う人々の仕

事に注目させ

る。 

［思判表］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「区で働く人たち

の様子に着目し

て，問いを見出し

ているか」を評価

する。 

 

  

めあて わたしたちのまちではたらく人の

仕事の様子や，仕事とわたしたちの生活と

のつながりを調べてみましょう。 
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小単元名 １．農家の仕事 
教科書の 

ページ 
p.38～51 

配当時数 11 時間 活動時期 6～9月 
学習指導要

領の内容 
(2)ｱ-(ｱ)(ｳ)，ｲ-(ｱ) 

 

小単元の目標 

地域に見られる農家の仕事について，仕事の種類や産地の分布，仕事

の工程などに着目して，見学・調査したり地図などの資料で調べたりし

て，白地図などにまとめることで生産に携わっている人々の仕事の様子

をとらえ，地域の人々の生活との関連を考え，表現することを通して，

農家の仕事は，地域の人々の生活と密接な関わりをもって行われている

ことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決

しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①農家の仕事の種類や産地の分布，仕事の工程などについて見学・調査

したり地図などの資料で調べたりして，必要な情報を集め，読み取

り，生産の仕事に携わっている人々の仕事の様子を理解している。 

②調べたことを白地図や文などにまとめ，生産の仕事は，地域の人々の

生活と密接な関わりをもって行われていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①農家の仕事の種類や産地の分布，仕事の工程などに着目して，問いを

見出し，生産に携わっている人々の仕事の様子について考え表現して

いる。 

②生産の仕事の様子と地域の人々の生活との関連を考え，適切に表現し

ている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①地域に見られる生産の仕事について，予想や学習計画を立てたり，学

習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)区でつくられるやさいやくだもの                   ★他教科との関連：算数  

・つかむ わたしたちの区で

は，どのような作物がつく

られているのでしょうか。 

p.38～39 

1 ①地域でつくられてい

る作物を探し，つく

られている場所や生

産額を調べ，気づい

たことを話し合う。 

・区では，いちごやト

マト，大根が多くつ

くられていることが

棒 グ ラ フ か ら わ か

る。 

・地図からいろいろな

野菜や果物がつくら

れていることがわか

った。 

◆区の主な野菜や

果物の生産額の

棒グラフに着目

させて，地域の

野菜や果物の生

産額を調べさせ

る。 

◆区内でつくられ

る農産物につい

て，どこで，ど

のようなものが

つくられている

のか産地の分布

に着目させる。 

◆調べた内容から

疑問をもたせ，

次時へとつなげ

させる。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「区でつくられる

主な野菜や果物の

生産地の分布や生

産量の概要を理解

しているか」を評

価する。 

わたしたちの住む江戸

川市では，さまざまな

野菜や果物がつくられ

ている。  
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(2)(3)特産品のあまおう  

・つかむ いちごづくりにつ

いて，気づいたことやぎも

んに思ったことを話し合

い，学習問題をつくりまし

ょう。 

p.40～41 

2 ①いちごづくりについ

て知っていることを

出し合う。 

・あ ま お うは お いし

い。 

・元岡地区でつくられ

ている。 

・畑やビニールハウス

でつくられている。 

②あまおうについて疑

問に思ったことを話

し合い，学習問題を

つくり，学習計画を

立てる。 

・農家の人はどんな仕

事をしているのだろ

う。 

・なぜ夜にビニールハ

ウスに明かりがつい

ているのか。 

・おいしくするための

工夫がありそうだ。 

 

 

 

◆あまおうについ

て知っているこ

とを自由に話さ

せ，わからない

ことや不思議に

思うことを話し

合わせる。 

［思判表①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「あまおうづくり

について気づいた

ことや疑問に思っ

たことをもとに，

農家の仕事につい

て，問いを見出し

ているか」を評価

する。 

［態度①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「区であまおうを

つくる農家の仕事

について，予想や

学習計画を立て，

解決の見通しをも

っているか」を評

価する。 

(4)あまおうづくりの 1年間                                     

・調べる 農家では，１年間

どのように仕事をしている

のでしょうか。 

p.42～43 

1 ①「 ま な び方 コ ーナ

ー」から見学のしか

たを確認する。 

・観察のしかた  

・質問のしかた  

・記録のしかた 

②あまおうを育てる 1年

間の仕事について農

家の方に話を聞き，

わかったことや考え

たことを話し合う。 

・収穫のときには，も

う次の年の苗を育て

ている。 

・寒くなる 11 月ごろか

ら，ビニールハウス

で電照をしたり，暖

房をつけたりしてい

る。 

・季節の変化に合わせ

て作業している。 

◆見学のしかたを

学ぶために「ま

なび方コーナ

ー」を活用す

る。 

 

 

◆作物の栽培の様

子を年間のカレ

ンダーにして，

視覚的にとらえ

させるとよい。 

 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，農

家の仕事の工程や

工夫について理解

しているか」を評

価する。 

 

学習問題 農家では，あまおうをおいし

く，たくさんつくるために，どのような

仕事をしているのでしょうか。 

農家では，季節の変化

に合わせた工夫をしな

がら，１年間計画的に

あまおうをつくってい

る。
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(5)(6)あまおうの畑で見つけたよ 

・調べる あまおうはどのよ

うにつくられているのでし

ょうか。 

p.44～45 

2 ①疑問に思ったことを

整理して農家の方に

質問し，わかったこ

とをメモする。 

・土づくり  

・ビニールハウス 

・苗づくり  

・大きな冷蔵庫 

・みつばち 

◆質問する内容を

事前にまとめさ

せておく。 

◆日当たりや，水

はけのよさや土

地の広がりなど

地理的な諸条件

と関連付ける。 

 

［知技①］ 

発言内容や見学メ

モの記述内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，農家では自然

条件を生かしたり

栽培設備を工夫し

たりして仕事をし

ている様子を理解

しているか」を評

価する。 

(7)(8)くふうがつまったあまおうづくり                 ★他教科との関連：理科 

・調べる あまおうづくりに

は，どのようなくふうや努

力があるのでしょうか。 

p.46～47 

2 ①農家の浜地さんの畑

を見学したり話を聞

いたりして，疑問に

思ったこと，気づい

たことをまとめる。 

・棚の上で栽培する(高

設栽培)。 

・苗を大切に育てる。 

・みつばちなどの生き

物の力を借りる。 

・ビニールハウスを使

うことで，冬でも収

穫できる。 

◆あまおうづくり

の工夫や努力に

ついてより詳し

く知りたいこと

をまとめさせて

おく。 

◆棚の上やビニー

ルハウスでの栽

培や苗づくりの

工夫，みつばち

の活用などは，

いちご以外の農

産物にも適用し

ているのか，ほ

かの農産物の生

産方法と比較す

る。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，農

家がおいしいあま

おうをたくさんつ

くるために，さま

ざまな工夫をして

仕事をしている様

子を理解している

か」を評価する。 

(9)(10)いよいよしゅうかく 

・調べる わたしたちの生活

とあまおうにはどのような

かかわりがあるのでしょう

か。 

p.48～49 

2 ①あまおうの収穫と出

荷について調べる。 

・一つずつ手作業で収

穫する。 

・パック詰めも手作業

で行う。 

・収穫後は区の中央区

場に送り，その後，

スーパーマーケット

などに送られる。 

・地域でとれた作物が

◆出荷先を地図帳

などで確認す

る。 

◆他地域，外国と

もつながってい

ることを明らか

にする。 

◆収穫したあまお

うの出荷先の位

置に着目する。 

 

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情

報を集め，読み取

り，あまおうの出

荷作業の様子や出

荷を通した他地域

や外国との関わり

について理解して

いるか」を評価す

る。 

農家では，自然条件を

生かしてあまおうをつ

くるほか，棚の上で栽

培したり，畑とビニー

ルハウスを使うなどさ

まざまな工夫をしてい

る。 

農家では，おいしいあ

まおうをつくるため

に，苗づくりや栽培設

備にさまざまな工夫を

している。また，ビニ

ールハウス内で電照や

暖房をすることで，冬

でもたくさんのあまお

うを収穫できるよう工

夫している。 
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外国に送られること

もある。 

 

 

 

 

 

 

 

(11)せんでんシールを考える 

・まとめる これまでの学習

をふり返り，あまおうをせ

んでんするシールの案を考

えましょう。 

p.50～51 

1 ①調 べ た 内容 を もと

に，あまおうを宣伝

するシールの案を考

える。 

・１年間，たくさんの

手間をかけてつくっ

ていた。 

・おいしくつくるため

の工夫もたくさんあ

った。 

②調べてきたことをも

とに，学習問題につ

いてわかったことや

考えたことをノート

に書く。 

・あまおうづくりの工

夫 

・季節に合わせた育て

方 

・収穫，送り先 

・わかったことをみん

なに伝えたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

◆調べた内容をも

とに宣伝シール

を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆学習問題につい

てわかったこと

や考えたことを

ノートに書かせ

る。 

 

［思判表②］ 

宣伝シールやノー

トの記述内容か

ら，「農家の仕事

の様子と区の人々

の生活との関連に

ついて考え表現し

ているか」を評価

する。 

 

［知技②］ 

宣伝シールの記述

内容や発言内容か

ら，「調べたこと

をまとめて農家の

仕事の手順や工

夫，区の人々の生

活とのかかわりを

理解しているか」

を評価する。 

  

あまおうの収穫は，朝

早くから手作業で行わ

れている。収穫された

あまおうは，市内だけ

でなく，近隣の市や他

県や外国にも送られて

いる。 

あまおう農家では，ビ

ニールハウスなどの設

備を使い，季節に合わ

せた育て方をするな

ど，おいしいあまおう

をたくさんつくるため

にさまざまな工夫をし

ている。また，つくら

れたあまおうは市の中

央卸売市場から市内外

の店に運ばれて販売さ

れ，地域の人々の生活

と密接な関わりがあ

る。 
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小単元名 １．工場の仕事 
教科書の 

ページ 
p.52～65 

配当時数 11 時間 活動時期 6～9月 
学習指導要

領の内容 
(2)ｱ-(ｱ)(ｳ)，ｲ-(ｱ) 

 

小単元の目標 

地域に見られる工場の仕事について，仕事の種類や産地の分布，仕事

の工程などに着目して，見学・調査したり地図などの資料で調べたりし

て，白地図などにまとめることで生産に携わっている人々の仕事の様子

をとらえ，地域の人々の生活との関連を考え，表現することを通して，

工場の仕事は，地域の人々の生活と密接な関わりをもって行われている

ことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決

しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①工場の仕事の種類や工場の分布，仕事の工程などについて見学・調査

したり地図などの資料で調べたりして，必要な情報を集め，読み取

り，生産の仕事に携わっている人々の仕事の様子を理解している。 

②調べたことを白地図や文などにまとめ，生産の仕事は，地域の人々の

生活と密接な関わりをもって行われていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①工場の仕事の種類や工場の分布，仕事の工程などに着目して，問いを

見出し，生産に携わっている人々の仕事の様子について考え表現して

いる。 

②工場の仕事の様子と地域の人々の生活との関連を考え，適切に表現し

ている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①地域に見られる生産の仕事について，予想や学習計画を立てたり，ふ

り返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)江戸川区のおみやげ                          ★他教科との関連：算

数  
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・つかむ わたしたちの区の

工場では，どのようなもの

をつくっているのでしょう

か。 

p.52～53 

1 ①地域の工場でつくられ

ているものを探し，工

場の分布やグラフか

ら，気づいたことを話

し合う。 

・工場が集まっている地

域がある。 

・食べ物や飲み物をつく

る工場が多い。 

◆自分たちの住

む地域でつく

られているも

のがあること

に 気 づ か せ

る。 

◆区内の工場に

ついて，どこ

で，どのよう

なものがつく

られているの

か，工場の分

布 を と ら え

る。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を読

み取り，区にある

工場の種類や数，

工場の分布など，

区の工場の概要を

理解しているか」

を評価する。 

(2)(3)見学の計画を立てる  

・つかむ おかし工場につい

て気づいたことやぎもんに

思ったことを話し合い，学

習問題をつくりましょう。 

p.54～55 

2 ①お菓子や工場について

話し合う。 

・お土産に買っていくこ

とが多い。 

・江戸川区やその近くに

しか店がないそうだ。 

②お菓子の生産について

疑問に思ったことを話

し合い，学習問題をつ

くる。 

・工場ではどんな仕事を

しているのだろう。 

・おいしくするための工

夫がありそうだ。 

 

 

 

 

③調べたいこと，疑問に

思ったことをもとに学

習計画を立て，見学カ

ードに記入する。 

・見てくること 

・聞いてくること 

◆地域で生産さ

れ，多くの人

に知られてい

る名産品に関

心 を も た せ

る。 

◆調べたいこと

や疑問に思っ

たことを板書

でまとめ，観

点を明らかに

する。 

 

［思判表①］ 

発言内容やノート

の記述から「お菓

子工場について，

気づいたことや疑

問に思ったことを

もとに，お菓子を

つくる工場の仕事

について，問いを

見出しているか」

を評価する。 

 

［態度①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「区でお菓子をつ

くる工場の仕事に

ついて，予想や学

習計画を立て，解

決の見通しをもっ

ているか」を評価

する。 

(4)おかしができるまで                       ★他教科との関連：算数                                   

学習問題 工場では，おかしをおいしく,た

くさんつくるために，どのような仕事をし

ているのでしょうか。 

わたしたちの住む江戸川

市にはさまざまなものを

つくる工場があり，博多

港の近くに多く分布して

いる。また，特に，食べ

物や飲み物をつくる工場

が多い。 
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・調べる おかしはどのよう

につくられているのでしょ

うか。 

p.56～57 

1 ①お菓子工場を見学し，

疑問に思ったこと，気

づいたことをまとめ

る。 

・生地づくり，あんづく

り 

・形をつくる 

・焼き上げる 

・確認 

・袋詰め，箱詰め 

◆事前に見学の

し か た を 指 導

し，見学する内

容 を 確 認 さ せ

る。 

◆生産工程に着

目して，生産に

携わる人々の工

夫 と 関 連 付 け

る。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，工

場の流れ作業の様

子を理解している

か」を評価する。 

(5)(6)おかしの原料 

・調べる おかしの原料は，

どこから運ばれてきている

のでしょうか。 

p.58～59 

2 ①お菓子の原料につい

て，工場の方にインタ

ビューし，ノートや見

学メモにまとめる。 

・原料は，手に入るもの

で一番よいものを，国

内だけでなく外国から

も取り寄せている。 

 

◆原料の仕入れ

先を地図で確

認し，地理的

な広がり（空

間）でとらえ

させる。 

◆原料の小麦や

いんげん豆が

外国から運ば

れていること

から，外国と

のつながりに

気づかせる。 

［知技①］ 

見学メモの記述内

容から，「必要な

情報を集め，読み

取り，原料を通し

た工場の他地域や

外国との関わりに

ついて理解してい

るか」を評価す

る。 

(7)(8)はたらく人のくふう 

・調べる おかし工場では，

どのようなくふうをしてい

るのでしょうか。 

p.60～61 

2 ①疑問に思ったことを整

理して工場の方に質問

し，わかったことをメ

モする。 

・温度や水分管理の工

夫，焼き具合の確認。 

・衛生面での工夫。 

◆質問する内容

を事前にまと

め さ せ て お

く。 

◆仕事の内容を

機械，手作業

に 分 類 さ せ

る。 

◆工場で働く人

の工夫に着目

して，仕事の

内容をとらえ

る。 

［知技①］ 

インタビューの内

容や見学メモの記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，工場で

働く人の仕事の工

夫について理解し

ているか」を評価

する。 

(9)(10)地いきとのかかわり 

工場では，機械と人の

手を有効に使って，流

れ作業でお菓子をつく

っている。 

お菓子の原料の小麦粉

や卵などは，他県や外

国から も仕入れ て い

る。 

安全でおいしいお菓子

をたくさんつくるため

に，工場で働く人はい

ろいろな工夫をしてい

る。  
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・調べる 工場は，地いきと

どのようにかかわっている

のでしょうか。 

p.62～63 

2 ①お菓子の出荷や，働く

人がどこから来ている

のかについて調べる。 

・電話やインターネット

で注文を受けて，全国

へ発送している。 

・工場で働く人は，区内

だけでなくほかの区や

町から，地下鉄やバ

ス，車などで通勤して

いる。 

◆出荷先を地図

で確認する。 

◆働く人が使用

している交通

機 関 も 確 認

し，他地域と

のつながりを

確認する。 

◆製品の出荷先

や工場で働く

人がどこから

来るのかなど

位置や広がり

に着目する。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情

報を集め，読み取

り，工場でつくら

れたお菓子は区内

を中心とした販売

店に送られている

ことや工場で働く

人は，近くの区町

村からも来ている

ことを理解してい

るか」を評価す

る。 

(11)せんでんシールを考える 

・まとめる これまでの学習

をふり返り，おかしをせん

でんするシールの案を考え

ましょう。 

p.64～65 

1 ①調べた内容をもとに，

お菓子を宣伝するシー

ルの案を考える。 

・衛生面に気をつけて，

人がする作業と機械が

する作業を使い分けて

いた。 

・おいしくつくるための

工夫もたくさんあっ

た。 

②調べたことをもとに，

学習問題についてわか

ったことや考えたこと

をノートに書く。 

・衛生面 

・よい原料の確保 

・おいしいつくり方 

・出荷，送り先 

◆調べた内容を

板書に整理し

て，ノートや

宣伝シールに

ま と め さ せ

る。 

 

 

 

 

◆学習問題につ

いてまとめを

す る と と も

に，自分の考

え を 書 か せ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［思判表②］ 

宣伝シールの記述

内容から，「工場

の仕事の様子と区

の人々の生活との

関連について考え

表現しているか」

を評価する。 

 

 

［知技②］ 

宣伝シールの記述

内容や発言内容か

ら，「調べたこと

をまとめて，工場

の仕事の手順や工

夫，区の人々の生

活との関わりを理

解しているか」を

評価する。 

  

工場でつくられている

お菓子は，市内を中心

とした販売店で売られ

ている。工場で働く人

は，近くのほかの市や

町からも来ていて，ま

わりの地域と関わりあ

って，江戸川市のよさ

を伝えるお菓子ができ

ている。 

お菓子工場で働く人々

は，おいしいお菓子をた

くさんつくるために，衛

生面に気をつけ，さまざ

まな工夫をして仕事をし

ている。また，お菓子は

市内を中心に販売され，

江戸川市のお土産として

知られているなど，地域

の人々の生活と密接な関

わりがある。 
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小単元名 ２．店ではたらく人 
教科書の 

ページ 
p.66～87 

配当時数 15 時間 活動時期 9～11 月 
学習指導要

領の内容 
(2)ｱ-(ｲ)(ｳ)，ｲ-(ｲ) 

 

小単元の目標 

地域に見られる販売の仕事について，消費者の願い，販売のしかた，

他地域や外国との関わりなどに着目して，見学・調査したり地図などの

資料で調べたりして，白地図などにまとめることで販売に携わっている

人々の仕事の様子をとらえ，それらの仕事に見られる工夫を考え，表現

することを通して，販売の仕事は，消費者の多様な願いを踏まえ売り上

げを高めるよう，工夫して行われていることを理解できるようにすると

ともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①消費者の願い，販売のしかた，他地域や外国との関わりなどについ

て，見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，必要な情報を

集め，読み取り，販売に携わっている人々の仕事の様子を理解してい

る。 

②調べたことを白地図や文などにまとめ，販売の仕事は，消費者の多様

な願いを踏まえ，売り上げを高めるよう，工夫して行われていること

を理解している。 

思考・判断・表現 

①消費者の願い，販売のしかた，他地域や外国との関わりなどに着目し

て，問いを見出し，販売に携わっている人々の仕事の様子について考

え表現している。 

②地域に見られる販売の仕事と地域の人々の生活との関連を考え，適切

に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①地域に見られる販売の仕事について，予想や学習計画を立てたり，学

習をふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)よく行く店                           

・つかむ わたしたちは，ど

のような店で買い物をして

いるのでしょうか。 

p.66～67 

 

1 ①普段，家の人とよく行

く店を紹介し合う。 

・スーパーマーケットに

よく行くよ。品物がた

くさんある。 

・商店街の八百屋さんに

行くよ。時々おまけし

てくれる。 

②よく行く店を白地図に

まとめる。 

・遠いところにも近いと

ころにも店は多くあ

る。 

 

 

 

③よく行く店を家の人に

聞いてくるという見通

しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆よく行く店や

利用する理由

を確かめるた

めに，家族に

インタビュー

することを伝

える。 

 

 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「地域には，さま

ざまな種類のお店

があることを理解

しているか」を評

価する。 

地域には，さまざまな

種類のお店がある。  
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(2)(3)買い物調べ  

・つかむ 家の人は，なぜそ

の店に行くのでしょうか。 

p.68～69 

 

2 ①家の人に質問するカー

ドをつくる。 

・よく行く店はどこか。 

・なぜその店に行くの

か。 

②買い物調べの結果をま

とめる。 

・スーパーマーケットに

買い物に行く家が多

い。 

 

 

 

 

◆買い物調べの

計画を立てる

際に，質問す

ることを整理

する。 

◆買い物調べの

結果を表やグ

ラフにまとめ

させる。 

 

［思判表①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「気づいたことや

疑問に思ったこと

をもとに，スーパ

ーマーケットの仕

事について問いを

見出しているか」

を評価する。 

 

(4)スーパーマーケットのよいところ                                                            

・つかむ スーパーマーケッ

トに買い物に行く人が多い

のはなぜなのか話し合っ

て，学習問題をつくり，学

習計画を立てましょう。 

p.70～71 

1 ①スーパーマーケットに行

く人が多い理由を発表

し，学習問題をつくる。 

・品物を見つけやすくし

ているのではないか。 

・野菜や果物はとれる場

所や季節を考えて売っ

ているのではないか。 

・駐車場を広くしている

のではないか。 

・ちらしがあるのでどん

なものが安いかわかり

やすい。 

 

 

 

 

②学習問題について予想

し，学習計画を立て

る。 

［調べること] 

・品物を見つけやすくし

たり，品物のよさを伝

えたりするための工夫 

・働く人の仕事 

・品物の並べ方 

・お客さんが来るための

工夫 

・売り上げを上げるため

の工夫 

［調べ方] 

・見学 

・インタビュー 

・メモの取り方 

［まとめ方] 

・かべ新聞にまとめる。 

 

 

◆スーパーマー

ケットのよい

ところを発表

させるととも

に，その意味

を問いかけて

予想させるこ

とを通して，

学習問題づく

り に つ な げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 「 消 費 」 と

「販売」との

関係を問いな

がら，予想を

立てやすくす

る。 

 

［態度①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「スーパーマーケ

ットの仕事につい

て，予想や学習計

画を立て，解決の

見通しをもってい

るか」を評価す

る。 

学習問題 スーパーマーケットではたらく

人は，多くの人々に買い物をしてもらうた

めに，どのようなくふうをしているのでし

ょうか。 

利用する理由は店によっ

て異なるが，家の人たち

がよく利用するのはスー

パーマーケットである。        
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(5)(6)スーパーマーケットの様子 

・調べる スーパーマーケッ

トの売り場は，どのように

なっているのでしょうか。 

p.72～75 

2 ①スーパーマーケットで

見学，もしくは教科書

の挿絵を見て気づいた

ことを話し合う。 

［観察の視点] 

・買えるものとその場所 

・買いたいものの見つけ

やすさ 

・値段 

・買い物のしやすさ 

・働く人の様子      

など 

 

 

 

 

 

 

◆売り場の資料

を観察する際

には，「買う

人がスーパー

マーケットを

利用したくな

る理由」を探

すよう，観察

の視点を明確

にする。 

［知技①］ 

見学メモやノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，ス

ーパーマーケット

の売り場の様子や

働く人の様子につ

いて理解している

か」を評価する。 

(7)(8)店で発見                 

・調べる スーパーマーケッ

トの売り場には，どのよう

なひみつがあるのでしょう

か。 

p.76～77 

2 ①売り場を見学して，わ

かったことを発表す

る。 

・看板：どこに何がある

かがわかる。品物の値

段や特徴が大きく書か

れている。 

・コンシェルジュ：お客

様係で何でも聞いてく

ださいと言っていた。 

◆看板を見てわ

かることを明

ら か に し た

り，コンシェ

ルジュのよさ

を調べたりす

ることを通し

て，売り場の

工夫に結び付

けていく。 

◆自宅近くにあ

るスーパーマ

ーケットと，

店の様子や販

売の工夫につ

い て 比 較 す

る。 

［知技①］ 

見学メモやノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，ス

ーパーマーケット

の売り場には，お

客さんのためのさ

まざまな工夫があ

ることを理解して

いるか」を評価す

る。 

(9)(10)はたらく人にインタビュー 

・調べる スーパーマーケッ

トではたらく人は，どのよ

うな仕事をしているのでし

ょうか。 

p.78～79 

2 ①スーパーマーケットで

働く人にインタビュー

したり，買う人の願い

を考えたりして，スー

パーマーケットで働く

人の仕事について調べ

る。 

［スーパーマーケットで

働く人の仕事] 

・足りないものを注文し

たり並べたりする。 

・見やすい場所に並べ

る。 

・食べ方を伝える。 

・売り場の外(バックヤー

◆「売り場では

たらく牟田口

さんの話」と

写真資料とを

結 び 付 け た

り，p.79 の写

真資料をじっ

くりと読み取

ったりして，

働く人々の仕

事の内容を具

体的にする。 

 

◆買う人の願い

と店の人の動

［知技①］ 

見学メモやノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，ス

ーパーマーケット

で働く人々は，さ

まざまな販売のし

かたの工夫をして

いることを理解し

ているか」を評価

する。 

スーパーマーケットで

は，たくさんの商品が販

売されている。また，た

くさんの人たちが仕事を

している。 

スーパーマーケットの売

り場には，買い物をする

人がわかりやすいように

看板などを使ったり，コ

ンシェルジュがお客さん

の質問に答えるようにし

たりしているなど，さま

ざまな工夫がある。 
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ド)の仕事 

・果物を切る。機械で肉

を加工する。惣菜をパ

ックする。など 

・お客さんのニーズに合

わせて対応している。 

 

 

 

 

 

 

きを対応させ

て，人々の願

いに応じて店

の人は対応し

ていることに

気 づ か せ た

い。 

 

 

 

 

 

 

 

(11)品物はどこから                          ★他教科との関連：外国語 

・調べる たくさんの品物

は，どこから運ばれてくる

のでしょうか。 

p.80～81 

1 ①スーパーマーケットの

品物の産地を調べ，他

地域とのつながりを考

え，話し合う。 

・野菜や果物などに表示

されている産地を見れ

ばわかる。 

・店で売られている商品

には，ほかの区や県，

外国などの他地域でつ

くられたものもある。 

・売り場で働く人は，旬

のものを仕入れるよう

にしている。 

・他地域から来た商品

が，わたしたちの日々

の生活を支えている。 

◆看板，シール

のほかに，例

えば折込ちら

しなどを活用

して品物の産

地を明らかに

する。 

◆地図を活用し

て位置を調べ

る。また，教

科書 p.80～81

の「品物はど

こから」をも

とにして調べ

たことをノー

トにまとめる

こ と も で き

る。 

◆スーパーマー

ケットに並ぶ

品物はどこか

ら来たのかに

着目する。 

［知技①］ 

ノートの記述内容

から，「必要な情

報を集め，読み取

り，品物を通した

スーパーマーケッ

トの他地域や外国

との関わりについ

て理解している

か」を評価する。 

(12)たくさんのお客さんが来るひみつ 

・調べる たくさんのお客さ

んが来るのは，なぜでしょ

うか。 

p.82～83 

1 ①お客さんにインタビュ

ーして，今まで調べた

こと以外のスーパーマ

ーケットのよさを明ら

かにするとともに，お

客さんがスーパーマー

ケットを利用する理由

を考える。 

・つくった人の写真があ

る：産地がはっきりし

ているので，安心。 

・旬のもの：おいしく食

べられる時期のものを

売っている。 

・広い駐車場：遠くから

◆お客さんがど

こから来たの

か，また，店

の気に入って

いるところな

どについて質

問させる。 

 

◆お客さんの願

いと店の工夫

について話し

合いながら結

びつきを考え

させる。その

際，お客さん

［知技①］ 

見学メモやノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，お

客さんのニーズと

販売の工夫には関

連があり，それら

の工夫は売り上げ

を高めることにつ

ながっていること

を理解している

か」を評価する。 

スーパーマーケットで働

く人々は，商品の注文や

陳列をしたり，商品を加

工・包装したりするな

ど，さまざまな取り組み

をして，お客さんがたく

さん来るよう工夫してい

る。 

スーパーマーケットに並

ぶ多くの品物は，国内だ

けではなく海外も含め

た，他地域との関わりに

よって成り立っている。 
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来るお客さんもゆっく

り買い物できる。 

・お弁当：種類が多い，

夜遅くでも買い物がで

きる。 

のニーズと販

売の工夫を関

連付ける。 

(13)まちの人とともに 

・調べる スーパーマーケッ

トは，品物を売ることのほ

かに，どのような取り組み

をしているのでしょうか。 

p.84～85 

1 ①スーパーマーケットは

品物を売ること以外に

どのような取り組みを

しているかを調べ，特

色を明らかにする。 

［環境を守るために] 

・リサイクルコーナー－

牛乳パック，食品トレ

ー 

［だれもが利用しやすい

ように] 

・車いすの貸し出し 

・お年よりや障がいのあ

る人専用の駐車場 

・コンシェルジュ－お客

さんの買い物の相談を

する→地域貢献 

◆ 写 真 資 料 や

「ことば」，

「コンシェル

ジュの中里さ

んの話」など

を 丁 寧 に 調

べ，取り組み

の特色を明ら

かにする。 

［知技①］ 

見学メモやノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，ス

ーパーマーケット

では，商品を売る

以外にもさまざま

な取り組みをして

いることを理解し

ているか」を評価

する。 

(14)(15)かべ新聞にまとめる 

・まとめる スーパーマー

ケットではたらく人のく

ふうについてかべ新聞に

まとめましょう。 

p.86～87 

2 ①調べたことをふり返り

ながら，学習問題につ

いてまとめる。 

［働く人の工夫] 

・場所や値段の表示：見

やすくしてほしい 

・仕入れ：産地，旬，品

質のよさ 

・駐車場：車の利用，た

くさんの買い物 

・品揃え：さまざまな買

い物 

・おいしさ：出来立ての

◆今までの学習

を 想 起 し ，

「働く人の工

夫」と「お客

さんの願い」

との関連を明

らかにしなが

ら板書に位置

付ける。 

 

 

 

 

［思判表②］ 

壁新聞の記述内容

から，「消費者の

願い，販売のしか

た，他地域や外国

との関わりなどを

もとに，販売の仕

事の様子や工夫に

ついて考え，表現

しているか」を評

価する。 

［知技②］ 

壁新聞の記述内容

スーパーマーケットで

働く人々は，お客さん

の多様なニーズに応え

るためのさまざまなサ

ービスをしており，そ

れらの工夫が店の売り

上げを高めることにつ

ながっている。 

スーパーマーケットで

は，商品を売る以外

に，だれもが利用しや

すいよう店の設備を整

えたり，買い物の手伝

いをしたりするなど，

地域の人々に役立つ地

域貢献に取り組んでい

る。 
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ものを並べる，焼き立

てパン 

・コンシェルジュ：買い

物のお手伝いや相談     

・車いすなど：障がいの

ある人が買い物ができ

るように 

・地域貢献：リサイクル

コーナー 

②お客さんの願いと，働

く人の工夫の結び付き

について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆壁新聞にまと

める際には，

学習問題につ

いて調べた内

容や考えたこ

とを記事とす

る よ う に 促

す。 

から，「調べたこ

とをまとめて，販

売の仕事に携わる

人々は，消費者の

願いをふまえ，売

り上げを高める工

夫をしていること

を理解している

か」を評価する。 

販 売の 仕事 に携わる

人々は，お客さんのさ

ま ざま な願 いをふま

え，売り上げを高める

工夫や努力をしながら

仕事をしている。 
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本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)ていあん文を書く                          ★他教科との関連：国語 

・いかす これまでの学習を

もとに，区ではたらく人の

仕事についてていあん文を

書きましょう。 

p.90～91 

1 ①これまで学習してきた

ことをふり返り，農業

や工場，商店がよりよ

いものになるよう考え

を話し合い，提案文を

書く。 

[あまおう] 

・給食の献立に入れると

よい。 

・あまおうの豆知識を書

いたしおりを配る。 

[おかし] 

・おかし祭りを開く。 

・子どもがおかしの包装

紙を考える。 

[スーパーマーケット] 

・スーパーマーケットに

生産者を呼ぶ。 

・スーパーマーケットで

売っている食材の料理

のしかたを知らせる。 

◆仕事の内容や

工夫，願いな

ど学んだこと

を生かして，

提案文を考え

させる。 

 

◆「まなび方コ

ーナー」を活

用し，提案文

を書く方法を

確認する。 

［思判表］ 

提案文の記述内容

から，「学習した

ことをもとに，自

分たちの生活と区

の生産や販売の仕

事との関連や区の

仕事の発展につい

て考え表現してい

るか」を評価す

る。 

 

 

  

地域に見られる生産の

仕事や販売の仕事は，

わたしたちの生活と身

近なところでつながっ

ている。    
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単元名 
３.くらしを守る 

（オリエンテーション） 

教科書の 

ページ 
p.92～93 

配当時数 1 時間 活動時期 11 月 
学習指導要

領の内容 
(3)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)くらしの安全を考えよう  

・わたしたちの安全なくら

しを守るはたらきについ

て考えてみましょう。 

p.92～93 

1 ①新聞やテレビのニュ

ース，自分の体験な

どを思い出しながら

話し合い，安全なく

らしをつくるための

しくみや人々の働き

に関心をもたせる。 

・火事が起きたときに

は，消防署からたく

さんの人が来て火を

消している。 

・夜に警察の人たちが

検問をしていた。 

・通学路で駐車違反の

取り締まりをしてい

るところを見た。 

・まちには，わたした

ちの安全を守るため

に働いてくれる人が

いるから安心して生

活できている。 

 

 

 

 

◆教科書の写真な

どから，災害や

事故・事件の現

場で働いている

人の姿に注目さ

せる。 

 

［態度］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「自分たちの生活

をふり返り，地域

の安全を守る人々

の働きについて考

えようとしている

か」を評価する。 

 

  

めあて わたしたちの安全なくらしを守る

ために，まちでは，どこでどのような人た

ちがはたらいているのでしょうか。 
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小単元名 １．火事からくらしを守る 
教科書の 

ページ 
p.94～107 

配当時数 7 時間 活動時期 11～12 月 
学習指導要

領の内容 

(3)ア-(ｱ)(ｲ)，イ-

(ｱ) 

 

小単元の目標 

火災から地域の人々の安全を守る働きについて，施設・設備などの配

置，緊急時への備えや対応などに着目して，見学・調査したり地図など

の資料で調べたりして，まとめることで関係機関や地域の人々の諸活動

をとらえ，相互の関連や従事する人々の働きを考え，表現することを通

して，消防署などの関係機関は，地域の安全を守るために，相互に連携

して緊急時に対処する体制をとっていることや，関係機関が地域の人々

と協力して火災の防止に努めていることを理解できるようにするととも

に，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や，学習したこと

をもとに地域や自分自身の安全を守るために自分たちにできることなど

を考えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①施設・設備などの配置，消防署による緊急時への備えや対応などにつ

いて見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，必要な情報を

集め，読み取り，関係機関や地域の人々の諸活動を理解している。 

②調べたことを地図や文などにまとめ，関係機関が地域の人々と協力し

て火災の防止に努めていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①施設・設備などの配置，緊急時への備えや対応などに着目して，問い

を見出し，関係機関や地域の人々の諸活動について考え表現してい

る。 

②連携・協力している関係機関の働きを比較・分類，または結び付け

て，相互の関連や従事する人々の働きを考えたり，学習したことをも

とに地域や自分自身の安全を守るために自分たちにできることなどを

考え，選択・判断したりして，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①地域の安全を守る働きについて，予想や学習計画を立て，学習をふり

返ったり見直したりして，学習問題を追究し，解決しようとしてい

る。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)火事が起きたら  

・つかむ 火事が起きると，

どのような人が，どのよう

なことをするのでしょう

か。 

p.94～95 

1 ①火事が起きたときの

イラストを見て，気

づいたことを話し合

う。 

[人] 

・消防士 ・警察官 

[仕事] 

・消防士が，火を消し

ている。 

・警察官が，交通整理

をしている。 

・救急車で，けが人を

運んでいる。 

◆「まなびのポイ

ント」を活用

し，どんな人が

どんな仕事をし

ているかを問い

かけて観点をも

たせるようにす

る。 

 

◆自分たちの学校

の近くの消防署

はどこにあるか

を地図で調べる

ようにする。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を読

み取り，火事が起

きた際の関係機関

の活動の様子につ

いて理解している

か」を評価する。 

火事が起きると，消防

士が現場に到着して消

火活動を行い，さまざ

まな人々が協力して消

火や救助の活動をして

いる。 
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(2)火事をふせぐ  

・つかむ イラストやグラフ

を見て，気づいたことを話

し合い，学習問題をつくり

ましょう。 

p.96～97 

1 ①イラストを見て，気

づいたことを話し合

う。 

・１１9 番の電話から 5

分で，消防自動車が

到着している。 

・どうしてこんなに早

くかけつけることが

できるのか。 

②二 つ の グラ フ を見

て，火事の数の変化

や原因について話し

合い，学習問題をつ

くる。 

・火事の原因はいろい

ろあるが，火事の数

が減っている。 

・どうして火事の数が

減ったのか。 

 

 

 

 

③学習問題について予

想し，調べること・

調べ方・まとめ方を

話し合う。 

・消防士の仕事につい

て調べよう。 

・消防署に行って，見

学したり話を聞いた

りする。 

・火事からわたしたち

のくらしを守る人た

ちの働きについて関

係図にまとめる。 

◆p.39の「まなび

方コーナー」を

活用してグラフ

の読み取りをす

る。火事の数

は，数値の読み

取りに留まら

ず，数の変化を

とらえられるよ

うにする。 

［思判表①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「教科書のイラス

トやグラフをもと

に緊急の対応など

に着目し，問いを

見出しているか」

を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

発言内容や学習計

画表の内容などか

ら，「火災から地

域の安全を守る働

きについて，予想

や学習計画を立

て，解決の見通し

をもっているか」

を評価する。 

学習問題 火事が起きたときや火事をふせ

ぐために，だれが，どのようなはたらきを

しているのでしょうか。 
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(3)消防しょへ行こう                        ★他教科との関連：算数 

・調べる 消防しょの人たち

は，どのような取り組みを

しているのでしょうか。 

p.98～99 

1 ①消防士の話を聞いた

り，訓練の様子や道

具などを観察したり

して，わかったこと

を整理する。 

②消防署で働く人の話

を読み，火事からく

らしを守る取り組み

について話し合う。 

・できるだけ早く火事

の現場にかけつけ，

確実に消火できるよ

うに訓練している。 

・器 具 を 点検 し てい

る。 

③消防署や消防士の写

真などから，火事に

備えてどのような準

備をしているかを発

表し合う。 

・防火服は，1200 度の

火に約 17 秒間たえら

れる。 

・消防自動車は，火事

の場所や大きさによ

って違う。 

◆教科書 p.43 の

「まなび方コー

ナー」をもとに

して，施設見学

のしかたを確認

させる。 

◆見学がかなわな

い場合には，教

科書の記述や写

真資料等を丁寧

に読み取るよう

にする。特に，

「何のために調

べているのか」

を問いながら，

調べるねらいを

明確にし，学習

問題の解決に向

かっていること

を意識させる。 

◆消防署の人たち

は，火事に備え

て，さまざまな

準備をしている

ことを気づかせ

る。 

 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，火

事が起きた際の消

防士の動きや日頃

の備えについて理

解しているか」を

評価する。 

(4)通信指令室とさまざまな人々のはたらき 

・調べる 119 番に電話をか

けると，どこにつながり，

どこへれんらくが行くので

しょうか。 

p.100～101 

1 ①火事が起きたときの

連 絡 の 流 れ に つ い

て，イラストで調べ

る。 

・消防署：消防自動車

や救急車を出動させ

る。 

・ガ ス 会 社， 電 力会

社，水道局：協力し

てもらう。 

②通信指令室の様子に

ついて，働く人の話

から調べる。 

・関係機関への連絡を

している。 

・大きな火事のときは

ほかの区や町にも応

援を頼んでいる。 

◆火事の現場で，

どのような人た

ちが協力し合っ

ているかを考え

させ，相互に連

携して緊急時に

対処する体制を

とっていること

をとらえられる

ようにする。 

◆通信指令室と関

連機関の関わり

について調べる

際，「どこへ」

「何のために」

連絡をするのか

を問い，具体的

な関連について

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，火

事が起きた際の関

係機関の連携につ

いて理解している

か」を評価する。 

消防署の人たちは，地

域の安全を守るため

に，火事が起きたとき

に迅速に対応してい

る。また日頃から火事

に対応するための訓練

などを行い緊急時に備

えている。 
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明らかにさせ

る。 

(5)まちの消防しせつをさがそう 

・調べる わたしたちのまわ

りには，どのような消防し

せつがあるのでしょうか。 

p.102～103 

1 ①地域にある消防施設

を調査して地図に表

したり，地図を見て

わかったことや考え

たことをもとに話し

合ったりする。 

・まちには，消火栓や

防火水槽があった。 

・消火栓や避難場所な

どは，地域に必ずつ

くるように決められ

ている。 

・住宅には，火災報知

器を取り付けること

も決められている。 

 

◆地域に出て消防

施設を調査する

際には，教科書

の写真資料や

「ことば」を事

前に確認させ

る。 

 

◆なぜ，さまざま

なところに消防

施設があるかに

ついて話し合

い，緊急時に備

えて工夫や努力

をしていること

に気づかせる。 

 

◆地域の人たちに

よる，火事から

くらしを守る自

主的な活動に目

を向けさせる。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，地

域の消防施設の様

子を理解している

か」を評価する。 

火事が起きたとき，

さまざまな関係機関

が，通信指令室を中

心にネットワークを

活用し，相互に連携

して迅速に対処する

体制をとっている。 

まちにはさまざまな

消防施設が設置され

ており，火事などの

災害が起きたときの

ために，避難場所も

定められている。   
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(6)地いきの消防団の取り組み 

・調べる 火事が起きたとき

や火事をふせぐために，地

いきではどのような取り組

みが行われているのでしょ

うか。 

p.104～105 

1 ①消防団の訓練を見学

したり消防団員に聞

き 取 り を し た り し

て，消防団の取り組

み に つ い て 話 し 合

う。 

・倉庫にある器具を点

検している。 

・消火などの訓練をし

ている。 

・火事，台風，地震な

どが起きたときに消

防署の人たちと協力

して，消火や救助の

活動を行っている。 

・防火の呼びかけをし

ている。 

・普段は別の仕事をし

ている。 

・子ども消防クラブで

は，子どもも参加し

ている。 

◆「ことば」をも

とにして，消防

士との違いを明

らかにさせた

り，消防団のね

らいを明らかに

させたりする。 

 

◆見学がかなわな

い場合，自分た

ちがくらす地域

にも同じような

取り組みがない

か調べさせ，自

分たちのまちは

自分たちで守る

ことをとらえら

れるようにす

る。 

［知技①］ 

発言内容やノー

トの記述内容か

ら，「必要な情報

を集め，読み取

り，消防団の活動

の様子について理

解しているか」を

評価する。 

(7)火事からくらしを守る人々のはたらき 

・まとめる 関係図をつく

り，火事からくらしを守る

人々のはたらきについてま

とめましょう。 

p.106～107 

1 ①これまでに調べた火

事からくらしを守る

人々の活動を，関係

図にまとめる。 

・消防士は，日頃から

訓練をして，火事が

起きたときのために

備えている。 

・さまざまな人々が協

力している。 

・消防団のように，地

域の人々の働きも大

切である。 

②「火事をふせぐため

には，どうしたらよ

いか」について話し

合う。 

・消防団のさまざまな

取 り 組 み に 参 加 す

る。 

・身のまわりでも，火

事を防ぐためにさま

ざまなことに気をつ

け て い く よ う に す

る。 

◆これまでの学習

をふり返り，人

に注目して，火

事からくらしを

守る働きについ

て考えさせる。 

 

◆地域のさまざま

な関係機関は，

相互に連携して

緊急時に対処す

る体制をとって

いることや，協

力して火災の予

防に努めている

ことに気づかせ

る。 

 

◆話し合ったこと

をもとにして，

緊急時への備え

について意見文

に書くようにす

る。 

［知技②］ 

ノートや関係図の

記述内容から，

「調べたことをま

とめて，関係機関

が地域の人々と協

力して火災の防止

に努めていること

を理解している

か」を評価する。 

 

 

 

［思判表②］ 

関係図やノートの

記述内容から，

「連携・協力して

いる関係機関の働

きを比較・分類，

または結び付け

て，相互の関連や

従事する人々の働

きを考えたり，学

習したことをもと

に地域や自分自身

消防団は，地域の人が

集まり，消防署と協力

しながら火事に備えて

訓練したり，防火を呼

びかけたりしている。            
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の安全を守るため

に自分たちにでき

ることなどを考え

たりして，表現し

ているか」を評価

する。 

 

  

火事から地域の人々の

安全を守るために，消

防署などの関連機関は

相互に連携して，緊急

時に対処する体制をと

ったり地域の人々と協

力したりしながら火事

の防止に努めている。        
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小単元名 ２．事故や事件からくらしを守る 
教科書の 

ページ 
p.108～119 

配当時数 6 時間 活動時期 1 月 
学習指導要

領の内容 

(3)ア-(ｱ)(ｲ)，イ-

(ｱ) 

 

小単元の目標 

事故や事件から地域の安全を守る働きについて，施設・設備などの配

置，警察署による緊急時への備えや対応などに着目して，見学・調査し

たり地図などの資料で調べたりして，まとめることで関係機関や地域の

人々の諸活動をとらえ，相互の関連や従事する人々の働きを考え，表現

することを通して，警察署などの関係機関は，地域の安全を守るため

に，相互に連携して緊急時に対処する体制をとっていることや，関係機

関が地域の人々と協力して事故の防止に努めていることを理解できるよ

うにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度

や，学習したことをもとに地域や自分自身の安全を守るために自分たち

にできることなどを考えようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①施設・設備などの配置，警察署による緊急時への備えや対応などにつ

いて見学・調査したり地図などの資料で調べたりして，必要な情報を

集め，読み取り，関係機関や地域の人々の諸活動を理解している。 

②調べたことを地図や文などにまとめ，関係機関が地域の人々と協力し

て事故などの防止に努めていることを理解している。 

思考・判断・表現 

①施設・設備などの配置，緊急時への備えや対応などに着目して，問い

を見出し，関係機関や地域の人々の諸活動について考え表現してい

る。 

②連携・協力している関係機関の働きを比較・分類，または結び付け

て，相互の関連や従事する人々の働きを考えたり，学習したことをも

とに地域や自分自身の安全を守るために自分たちにできることなどを

考え，選択・判断したりして，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①地域の安全を守る働きについて，予想や学習計画を立て，学習をふり

返ったり見直したりして，学習問題を追究し，解決しようとしてい

る。 

②学習したことをもとに地域や自分自身の安全を守るために自分たちに

できることなどを考えようとしている。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)身近な地いきのあぶない場所  

・つかむ 身近な地いきのあ

ぶない場所について話し合

い，学習問題をつくりまし

ょう。 

p.108～109 

1 ①教科書のイラストを

見ながら，身近な地

域でどのような場所

が危ないかを発表し

合う。 

・通学路の踏切。踏切

が降りるときに侵入

していて危ない。 

・交番がある。 

②グラフを見て，事故

と事件の数が変化し

て い る こ と を 確 か

め，どうしてそのよ

うに変化しているか

を話し合う。 

・事故と事件は，減っ

てきている。 

・事故と事件が減って

いるのは，いろいろ

◆教科書のイラ

ストから，危

ない場所を読

み取らせ，そ

の原因につい

ても考えさせ

る。 

 

◆自分たちの学

校の近くの交

番はどこにあ

るかを地図で

調べるように

する。 

 

◆身近な交番の

警察官に注目

させ，安全を

守るための活

［思判表①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「事故や事件の数

の変化やその背景

などに着目し，問

いを見出している

か」を評価する。 
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な人の協力があった

からだ。 

 

 

 

 

③学習問題について予

想し，調べること・

調べ方・まとめ方を

話し合う。 

・警察官の仕事につい

て調べよう。 

・警察署や交番で話を

聞こう。 

・安全を守るためのは

たらきを表にまとめ

る。 

動に関心をも

たせる。 

 

 

 

 

◆前小単元「火

事からくらし

を守る」の学

習 を 想 起 さ

せ，調べる方

法・まとめ方

等を考えるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

［態度①］ 

発言内容や学習計

画表の内容から，

「事故や事件から

地域の安全を守る

働きについて，予

想や学習計画を立

て，解決の見通し

をもっているか」

を評価する。 

(2)けいさつの仕事  

・調べる けいさつしょの人

たちは，どのような取り組

みをしているのでしょう

か。 

p.110～111 

1 ①地域社会で見かける

警 察 の 仕 事 を 調 べ

る。 

・交通安全の呼びかけ

をしているパトカー

を見たことがある。 

・交番では，警察官に

道案内や落とし物の

相 談 を し て い ま し

た。 

②交番で働く警察官の

話を読み，安全を守

る取り組みについて

話し合う。 

・交通事故を減らすた

めには，法やきまり

を 守 る こ と が 大 切

だ。 

 

 

 

 

 

 

◆警察の仕事に

はさまざまな

ものがあるこ

とを，人に注

目させながら

調べ，考えさ

せる。 

 

 

◆安全な生活を

守るために，

自分たちがで

きることとし

て，ルールや

きまりを守る

ことが大切で

あるというこ

とに気づかせ

る。 

◆警察官のほか

に，だれがま

ちの安全を守

っているか考

えさせる。 

［知技①］ 

発言内容や「仕事

さがしメモ」の記

述内容から，「必

要な情報を集め，

読み取り，警察官

の活動の様子につ

いて理解している

か」を評価する。 

(3)事故が起きたら                                      

・調べる 事故が起きたと

き，さまざまな人がすぐに

かけつけることができるの

は，なぜでしょうか。 

p.112～113 

1 ①交通事故現場で働く

人のイラストから，

事故がどのように処

理されるかを発表し

合う。 

・いろいろな人が協力

している。 

・救急車や消防自動車

も現場にかけつけて

いる。 

・どうしてすぐに事故

◆交通事故の現

場で警察はど

のような人た

ちと協力し合

っているかを

考えさせる。 

 

◆事故が起きた

ときには，ど

のような流れ

をたどって連

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，事

故が起きた際の関

係機関の連携につ

いて理解している

か」を評価する。 

学習問題 事故や事件からわたしたちの

安全を守るために，だれが，どのような

はたらきをしているのでしょうか。 

警察官は，地域の安全

を守るために，地域社

会の中でさまざまな活

動をして事故などの緊

急時に備えている。       
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の現場にかけつける

ことができるのだろ

う。 

②事故が起きたときの

連 絡 の 流 れ に つ い

て，イラストから調

べる。 

・火事の時と同じよう

に，連絡はまず通信

指令室に届く。 

・連絡を受けた関係機

関は，直ちに事故現

場に向かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

絡が届き，事

故の処理が行

われているか

を，「火事」

の学習を想起

させながら考

えるようにす

る。 

 

(4)安全なまちづくり 

・調べる 地いきの人たち

は，まちの安全を守るため

にどのような活動をしてい

るのでしょうか。 

p.114～115 

1 ①こども 110 番の家など

学校周辺における安

全を守る活動につい

て調べる。 

・こども 110 番のステッ

カーを見たことがあ

るよ。 

・登下校のとき，地域

の人がパトロールし

ているところを見た

ことがある。 

②「わたしたちのまち

の 安 全 を 守 る し く

み」の図から，地域

の人が安全を守る活

動 に つ い て 話 し 合

う。 

・地域の安全を守って

いるのは，警察だけ

でなく，お店の人や

地域の人もいる。 

・こども 110 番のほか

に，地域にはどのよ

うな取り組みがある

のだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

◆身近な地域の

様子を思い浮

かべながら話

し合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆なぜ，さまざ

まなところで

地域の人たち

が活動してい

るかについて

話し合い，事

故や事件が起

こらないよう

に工夫や努力

をしているこ

とに気づかせ

る。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，ま

ちの安全を守る地

域の人々の活動に

ついて理解してい

る か 」 を 評 価 す

る。 

事故が起きたとき，さ

まざまな関係機関が，

通信指令室を中心にネ

ットワークを活用し，

相互に連携して迅速に

対処する体制をとって

いる。 

こども 110 番の家の設

置など，関係機関が地

域の人々と協力して，

地域の安全を守ってい

る。          
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(5)地いきでの取り組み 

・調べる 地いきの人たち

は，安全なまちづくりのた

めに，どのような取り組み

をしているのでしょうか。 

p.116～117 

1 ①町会や商店街などの

地域社会における安

全を守る取り組みに

ついて調べる。 

・安全な場所を書き入

れた安全マップをつ

くっている。 

・町会や商店街など，

さまざまな人たちが

一緒になって，安全

なまちづくりを進め

ている。 

 

 

 

 

 

 

◆地域の人たち

による，安全

を守る自主的

な活動に目を

向けさせる。 

 

◆安全マップな

ど，自分たち

の地域でも取

り組んでいる

活動があるこ

とを気づかせ

る。 

［知技①］ 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，ま

ちの安全を守る地

域の人々の協力に

ついて理解してい

る か 」 を 評 価 す

る。 

(6)安全を守る人の活動をまとめる 

・まとめる まちの安全を守

る人について表をつくり，

事故や事件からくらしを守

るはたらきについてまとめ

ましょう。 

p.118～119 

1 ①これまでに調べた安

全を守る人々の活動

を，表にまとめる。 

・地域の人は，協力し

て安全なまちづくり

を進めている。 

・自分も協力できるこ

とがあったら，協力

したいと思う。 

②「事故や事件をへら

すには，どうしたら

よいか」について話

し合い，意見文を書

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆これまでの学

習 を ふ り 返

り，人に注目

して，安全を

守る仕事につ

いて考えさせ

る。 

 

◆安全なまちづ

くりを実現す

るために，警

察の人が協力

していること

に 気 づ か せ

る。 

 

◆話し合ったこ

とをもとにし

て，緊急時へ

の備えについ

て意見文に書

く よ う に す

る。 

 

［知技②］ 

表や意見文などの

内容から，「調べ

た こ と を ま と め

て，関係機関が地

域の人々と協力し

て事故などの防止

に努めていること

を 理 解 し て い る

か」を評価する。 

［思判表②］ 

表や意見文などの

内 容 か ら ， 「 連

携・協力している

関係機関の働きを

比較・分類，また

は結び付けて，相

互の関連や従事す

る人々の働きを考

えたり，学習した

ことをもとに地域

や自分自身の安全

を守るために自分

たちにできること

などを考えたりし

て 表 現 し て い る

か」を評価する。 

地域の人々は，警察や
ＰＴＡ，市役所などと
連携しながら安全なま
ちづくりに努めてい
る。            

事故や事件から地域の

人々の安全を守るため

に，警察署などの関連

機関は相互に連携し

て，緊急時に対処する

体制をとったり地域の

人々と協力したりしな

がら事故などの防止に

努めている。 
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本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)自分たちにもできること 

・いかす わたしたちのくら

しを守るために，自分たち

にもできることを考えてみ

ましょう。 

p.120～121 

1 ①学習してきたことを

ふり返り，自分たち

にもできることはな

いか話し合う。 

・消防署のホームペー

ジに「火の用心の 7つ

のポイント」がある

から，自分もやって

みたい。 

・東京交通少年団の取

り組みに参加してみ

たい。 

②わたしたちのくらし

を守っていけるよう

にするための，標語

をつくる。 

・「火の用心 主役は

い つ も  わ た し た

ち」 

・つくった標語は，み

んなに伝えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「まなび方コ

ーナー」を参

考にして，標

語のつくり方

を 確 認 さ せ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆つくった標語

を，それぞれ

比べてみて，

くらしを守る

意識を高めさ

せる。 

 

［態度②］ 

作成した標語や発

言内容から，「学

習したことをもと

に，地域や自分自

身の安全を守るた

めに自分たちにで

きることなどを考

えようとしている

か」を評価する。 

 

 

［思判表②］ 

作成した標語や発

言内容から，「消

防署や警察署の働

きについて学習し

たことをもとに地

域や自分自身の安

全を守るために自

分たちにできるこ

となどを考え，選

択・判断したりし

て，標語に適切に

表現しているか」

を評価する。 

  

地域の安全なくらしを

守る取り組みをふり返

り，地域社会の一員と

して自分たちにできる

ことを標語にしてまち

の人に伝えることは，

地域や自分自身の安全

を守ることにつなが

る。 
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単元名 
４.区のうつりかわり 

（オリエンテーション） 

教科書の 

ページ 
p.122～123 

配当時数 1 時間 活動時期 2 月 
学習指導要

領の内容 
(4)アイ 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)オリエンテーション  

・わたしたちのまちの，昔の

様子を見てみましょう。 

p.122～123 

1 ①教科書のイラストを

読み取り，今と違う

ことや変わってきた

ことを話し合う。 

［おじいさん・おばあ

さんが子どものころ] 

・蒸気機関車が走って

いる。 

・今は見かけない形の

車がある。 

・着 物 を 着た 人 がい

る。 

・田んぼが多い。 

・今と違って，港のあ

たりは砂浜が広がっ

ている。 

［お父さん・お母さん

が子どものころ] 

・新 幹 線 が走 っ てい

る。 

・道路が整備された。

車の数も増えた。 

・高い建物が増えた。

学 校 も 大 き く な っ

た。 

・砂浜が埋め立てられ

た。 

・田んぼが減って，家

が増えた。 

［今] 

・高い建物がさらに増

えた。 

・駅や港の施設も大き

くなった。 

・田んぼや畑はほとん

どない。 

・まちの様子は大きく

変 わ っ て い る け れ

ど，神社やお菓子屋

さんのように，変わ

らず残っているとこ

ろもある。 

 

 

 

 

◆イラストの中

から，小単元

の学習で着目

する視点（交

通 や 公 共 施

設，土地利用

や人口，生活

の道具）など

をそれぞれ意

識して見つけ

させる。その

際，現在とど

んなところが

違うのか説明

さ せ る と よ

い。 

[思判表] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「区や人々の生活

の様子の時期によ

る 違 い に 着 目 し

て，問いを見出し

ているか」を評価

する。 

  

めあて わたしたちのまちや人々のくら

しは，どのようにかわってきたのか調べ

てみましょう。 
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小単元名 
１．区の様子と人々のくらしのうつりか

わり 

教科書の 

ページ 
p.124～141 

配当時数 10 時間 活動時期 2～3月 
学習指導要

領の内容 

(4)ア-(ｱ)(ｲ)，イ-

(ｱ) 

 

小単元の目標 

区の様子の移り変わりについて，交通や公共施設，土地利用や人口，

生活の道具などの時期による違いに着目して，関係者や地域の人などに

聞き取り調査をしたり地図などの資料で調べたりして，年表などにまと

めることで区や人々の生活の様子をとらえ，それらの変化を考え，表現

することを通して，区や人々の生活の様子は，時間の経過に伴い，移り

変わってきたことを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題

を追究・解決しようとする態度を養う。 

小単元の 

観点別 

評価規準 

知識・技能 

①交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違い

について関係者や地域の人などに聞き取り調査をしたり地図などの資

料などで調べたりして，必要な情報を集め，読み取り，区や人々の生

活の様子を理解している。 

②調べたことを年表や文などにまとめ，区や人々の生活の様子は，時間

の経過に伴い，移り変わってきたことを理解している。 

思考・判断・表現 

①交通や公共施設，土地利用や人口，生活の道具などの時期による違い

に着目して，問いを見出し，区や人々の生活の様子について考え表現

している。 

②駅や鉄道，公共施設ができたこと，人口が変化してきたこと，土地利

用の様子や生活の道具が変わったことなどを相互に関連付けたり，区

の様子の変化と人々の生活の様子の変化を結び付けたりして，区の

人々の様子の変化を考え，適切に表現している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①区の様子の移り変わりについて，予想や学習計画を立てたり，学習を

ふり返ったりして，学習問題を追究し，解決しようとしている。 

②学習したことをもとに，これからの区の発展について考えようとして

いる。 

 

本時のめあて 時数 学習活動 指導上の留意点 評価規準と評価方法 

(1)かわってきた明石駅  

・つかむ 明石駅のまわりは

どのようにかわってきたの

でしょうか。 

p.124～125 

1 ①「70 年から 60 年ほど

前」「50 年から 40 年

ほど前」「今」の３

枚の明石駅前の写真

をくらべて気づいた

ことを発表する。 

・写真の色が違う。 

・き れ い にな っ てき

た。 

・高い建物が建ってき

た。 

・道路が広くなった。 

・鉄道が増えた。 

②「近くに住むおばあ

さんの話」などから

昔の様子についてわ

かったことを発表す

る。 

・戦争の空襲でまちは

焼けた。 

・戦後に大きな火事が

◆事前に身近な人

から，昔の様子

について聞いて

くるように指示

しておく。 

 

◆明石駅前の３枚

の写真を比べな

がら，特徴のあ

る建物や交通の

様子の変化に気

づかせる。 

 

◆明石駅前の様子

の変化から時期

の区分を意識さ

せる。 

[思判表①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「交通や公共施

設，土地利用や人

口，生活の道具な

どの時期による違

いに着目して，問

いを見出している

か」を評価する。 
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あった。 

・頑張って新しいまち

をつくった。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)かわってきたわたしたちの区 

・つかむ 区の様子のうつり

かわりについてぎもんに思

ったことを話し合い，学習

問題をつくりましょう。 

p.126～127 

1 ①「70 年から 60 年ほど

前の明石区の土地の

高さと土地の使われ

方」と「今の明石区

の土地の高さと土地

の使われ方」の地図

を比べて，気づいた

ことや疑問に思った

ことを発表する。 

・家 や 店 が多 く なっ

た。 

・土地が広がった。 

・鉄 道 や 工場 が 増え

た。 

・田や畑が減った。 

・区はいつごろから変

わってきたのだろう

か。 

・くらしはどのように

変わってきたのだろ

うか。 

②疑問に思ったことを

もとにして学習問題

をつくる。 

 

 

 
③学習問題について予

想し，調べること・

調べ方・まとめ方に

ついて話し合う。 

・交通や土地利用，人

口，公共施設，道具

の移り変わりについ

て調べる。 

・博物館や区役所に行

って，見学や聞き取

り調査をする。 

・区の様子やくらしの

移り変わりについて

年表にまとめる。 

 

 

◆「区の様子」の

学習で作成した

地図を使いなが

ら，昔と今の違

いを考えさせ

る。 

 

◆時期によって区

の様子が違って

いることに気づ

かせ，区の移り

変わりに関心を

もたせる。 

 

［態度①］ 

発言内容や学習計

画表の内容から，

「区の様子の移り

変わりについて予

想や学習計画を立

て，解決の見通し

をもっているか」

を評価する。 

 

学習問題 わたしたちの市は，いつごろ，

どのようにかわってきたのでしょうか。 

明石駅のまわりは，昔

から今に至るまで，建

物や施設などの様子が

変わってきた。 
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(3)道路や鉄道のうつりかわり                           

・調べる 区の交通は，どの

ようにかわってきたのでし

ょうか。 

p.128～129 

1 ①「70 年から 60 年ほど

前」「50 年から 40 年

ほど前」「今」の鉄

道や道路の地図を比

べて，交通が整備さ

れてきた様子を調べ

る。 

・明治時代に明石駅が

できた。 

・昭和の初めごろに道

路や鉄道が整備され

た。 

・1970 年ごろに高速道

路 や 新 幹 線 が で き

た。 

②道路や鉄道が整備さ

れることによって，

わたしたちの生活は

どのように変わって

きたのかについて話

し合う。 

・車が通りやすくなっ

て便利になった。 

・新幹線ができてはや

く移動できるように

なった。 

・交 通 が 便利 に なっ

て，家や工場が増え

たのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

◆鉄道と道路の広

がりに着目し

て，時間の経過

に伴う生活の変

化について考え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆鉄道や道路の変

化 と 既 習 の

p.126～ 127 の

「明石区の土地

の高さと土地の

使われ方」の二

つの地図の変化

を関連付けて考

えさせる。 

[知技①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，区

の交通の様子は時

間の経過に伴い，

移り変わってきた

ことを理解してい

るか」を評価す

る。 

(4)土地の使われ方のうつりかわり 

・調べる 区の土地の使われ

方は，どのようにかわって

きたのでしょうか。 

p.130～131 

1 ①「70 年から 60 年ほど

前」「50 年から 40 年

ほど前」「今」の土

地の使われ方につい

て調べる。 

・70 年から 60 年ほど前

に比べて，田や畑が

減った。 

・森林がどんどん減っ

てきた。 

・50 年から 40 年ほど前

か ら 家 や 店 が 増 え

た。 

・海を埋め立てた土地

は工場や公園に使わ

れている。 

◆既習の p.126～

127 の二つの地

図を使いなが

ら，土地利用図

に色分けを行

い，時期による

違いを考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[知技①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，区

の土地の使われ方

は時間の経過に伴

い，移り変わって

きたことを理解し

ているか」を評価

する。 

明石市の主要な道路や

鉄道などの交通網は，

昔から今に至るまで計

画的に整備されてきて

おり，人々の生活も変

わってきた。 



45 

      

②土地の使われ方の変

化からわかることに

ついて話し合う。 

・家や店が増えたとい

うことは，人の数も

増 え た の で は な い

か。 

・人がたくさん住み，

生活するようになっ

て，大きな団地や人

口の島がつくられた

のではないか。 

・人々が楽しく生活で

きるように公園がつ

くられたのではない

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆土地の使われ方

として何が増

え，何が減った

かに着目して，

時間の経過に伴

う生活の変化に

ついて考えさせ

る。 

(5)人口のうつりかわり                         ★他教科との関連：国語 

・調べる 区の人の数は，ど

のようにかわってきたので

しょうか。 

p.132～133 

1 ①区の人口の移り変わ

りのグラフを読み取

り，気づいたことや

疑問に思ったことを

発表する。 

・区の人口は増えてい

る。 

・人口が大きく増えて

いる時期がある。 

・なぜ人口が急に増え

たのだろうか。 

②人口の変化と土地の

移り変わりの資料か

ら，人口が増えた理

由について考えたこ

とを話し合う。 

・明石区は，1942 年と

1951 年にまわりの町

や村と一緒になって

いる。 

・人口の増加と土地の

広がりは関係があり

そうだ。 

③最近の人口の変化に

ついての資料から，

わかったことや考え

たことを話し合う。 

・人口の増え方がおだ

やかになってきた。 

・お年寄りの人数が平

◆区の人口の変化

と土地の広がり

に着目して，そ

の関係について

考えさせる。 

 

◆区役所の人への

インタビューの

しかたを指導す

る（「まなび方

コーナー」を活

用）。 

[知技①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，区

の人口は時間の経

過に伴い，移り変

わってきたことを

理解しているか」

を評価する。 

明石市の土地利用の様

子は，昔から今に至る

まで大きく変化してお

り，人々の生活も変わ

ってきた。 
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成になってから急に

増えている。 

・外国の人の数も増え

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6)公共しせつのうつりかわり 

・調べる 区の主な公共しせ

つは，いつごろできたので

しょうか。 

p.134～135 

1 ①わたしたちの学校や

区の学校はいつ頃で

きたのかについて調

べる。 

・わたしたちの学校は

明治時代にできてい

る。 

・区の学校の数は増え

ている。 

・ため池を埋め立てて

つくった学校もある

そうだ。 

②どのような公共施設

が い つ 頃 で き た の

か，調べてわかった

ことを話し合う。 

・昔に比べて公共施設

は増えている。 

・50 年ほど前にたくさ

んつくられている。 

・便利な施設が増えて

いる。 

・公 共 施 設は ， だれ

が，どうやってつく

っ て い る の だ ろ う

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自分たちが利用

したことのある

公共施設を想起

させながら，そ

の移り変わりに

ついて関心をも

たせる。 

 

 

 

 

 

◆「区の様子」で

学習した公共施

設の種類，場

所，目的と関連

付けて施設の移

り変わりについ

て考えさせる。 

[知技①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，区

の公共施設は時間

の経過に伴い，移

り変わってきたこ

とを理解している

か」を評価する。 

 

 

[態度①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「区のさまざまな

様子の移り変わり

をふり返り，さら

に調べるべきこと

を考え，生活の道

具の移り変わりに

ついて調べる見通

しをもっている

か」を評価する。 

(7)道具とくらしのうつりかわり 

・調べる くらしの中の道具

は，どのようにかわってき

たのでしょうか。 

p.136～137 

1 ①くらしの道具の移り

変わりについて，調

べたことを道具年表

にまとめ，わかった

ことを発表する。 

・昔と今の道具は大き

◆洗濯機などの生

活の道具の移り

変わりに着目し

て，くらしの変

化について考え

させる。 

[知技①] 

発言内容やノート

の記述内容から，

「必要な情報を集

め，読み取り，生

活の道具は時間の

明石市の人口は，昔か

ら今に至るまで市町村

の合併などの土地の広

がりに合わせて増えて

おり，今では特に，お

年寄りや外国の人の数

が増加してきた。 

明石市の学校や図書館

などの公共施設は，昔

から今に至るまで計画

的に建設されており，

税金を使って整備され

た施設によって人々の

生活も変わってきた。 
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な違いがある。 

・昔は電気を使わない

道具だった。 

・洗濯機やガスコンロ

などの道具は改良さ

れて生活が便利にな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆道具年表のつく

り方を指導する

（「まなび方コ

ーナー」を活

用）。 

経過に伴い，移り

変わってきてお

り，人々の生活も

変化したことを理

解しているか」を

評価する。 

(8)(9)区のうつりかわりをまとめてみよう 

・まとめる 区のうつりかわ

りを年表にまとめてみまし

ょう。 

p.138～139 

2 ①学習問題を確認した

上で，これまで調べ

たことを一つの年表

に整理する。 

・駅前の様子，交通，

土地の使われ方，人

口，公共施設，くら

しの道具 

②年表を見ながら時期

ごとの変化について

わかったことを話し

合う。 

・明石区は 70 年から 60

年ほど前に，まわり

の区町村が一緒にな

って土地が広がり，

人口も増えた。 

・昭和の初めに道路や

鉄道が整備された。 

・50 年から 40 年ほど前

に高速道路や新幹線

が整備された。 

・新しいくらしの道具

が使われるようにな

り，生活が便利にな

った。 

・明石区はこれからど

のように変わってい

くのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小単元で使った

「ことば」を生

かしながら年表

をまとめるよう

に指示する。 

 

 

 

◆「70 年から 60

年ほど前」「50

年から 40 年ほ

ど前」「今」の

３つの時期ごと

の変化の傾向に

ついて考えさせ

る。 

 

[知技②] 

ノートや年表の記

述内容から，「調

べたことをまとめ

て，区や人々の生

活の様子は，時間

の経過に伴い，移

り変わってきたこ

とを理解している

か」を評価する。 

 

[思判表②] 

発言やノート，年

表の記述内容か

ら，「学習したこ

とをもとに，交通

や公共施設，土地

利用や人口，生活

の道具が変わった

ことを相互に関連

付けたり，区の様

子の変化と人々の

生活の様子の変化

を結び付けたりし

て，区や人々の様

子の変化を考え表

現しているか」を

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔から今に至るまで，

くらしをよりよくしよ

うとする人々の願いに

よって道具はさまざま

に工夫され使われてき

ており，人々の生活も

変わってきた。 

市や人々の生活の様子

は，交通網の整備や公

共施設の建設，土地利

用や人口の変化，生活

で使う道具の改良な

ど，時間の経過に伴い

移り変わってきてい

る。 
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(10)区のはってんのために 

・いかす わたしたちの区の

これからについて考えまし

ょう。 

p.140～141 

1 ①区の発展のための取

り組みについて調べ

る。 

・みんなが住みたい・

住みつづけたいまち

を目指している。 

・天 文 科 学館 は 区の

「 た か ら も の 」 だ

ね。 

②学習してきたことを

生かしながら，これ

からどのような明石

区になってほしいか

を話し合い，ポスタ

ー 「 み ら い の 明 石

区」にまとめる。 

・子どもやお年寄りが

楽しくくらせるまち

にしたい。 

・ほかのまちに短い時

間で行き来できる，

便 利 な ま ち に し た

い。 

・体の不自由な人や外

国の人もくらしやす

いまちにしたい。 

・明石区のよいところ

を紹介して，たくさ

んの人に集まって欲

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

◆区の広報紙など

を手がかりに，

区の発展のため

の取り組みにつ

いて調べさせ

る。  

◆今まで学習した

教科書の資料

や，ノートの記

述などを見直さ

せて，これから

の区の発展につ

いて考えるよう

に助言する。 

[態度②] 

発言内容やポスタ

ーの内容から，

「学習したことを

もとに，これから

の区の発展につい

て考えようとして

いるか」を評価す

る。 

 

明石市の人々は，市の

発展のためにさまざま

な取り組みをしてお

り，わたしたちも市の

未来について考えてい

くことが大切である。

  


